
斤量 クラス コース ※文字色の意味

ハンデ GIII 中山 赤…GOOD妙味大な馬		青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 ミュゼエイリアン 石川 スクリーンヒーロー ロベルト エルコンドルパサー キングマンボ B C E E E E 13 消 13 0

2 ロジクライ 浜中 ハーツクライ サンデーサイレンス マキャベリアン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C C B B C C 1 △4 3 -2	

3 トーセンデューク 勝浦 ディープインパクト サンデーサイレンス フェアリーキング ノーザンダンサー B D D E E E 12 消 11 1

4 トウショウドラフタ 北村宏 アンライバルド サンデーサイレンス ジェイドロバリー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C D D E E E 14 消 6 8 適性

5 ロードクエスト 三浦 マツリダゴッホ サンデーサイレンス チーフベアハート ダンジグ A B C B B B 5 ▲ 4 1

6 ショウナンアンセム 池添 ジャングルポケット グレイソヴリン クロフネ ヴァイスリージェント C C C B E D 9 消 15 -6	

7 ヒーズインラブ 藤岡康 ハービンジャー デインヒル インクルード アックアック B B B B A B 4 ☆ 9 -5	

8 ダイワリベラル 菊沢 ダイワメジャー サンデーサイレンス トニービン グレイソヴリン B B E E E E 15 消 12 3 データ

9 ヤングマンパワー 石橋脩 スニッツェル デインヒル サンデーサイレンス サンデーサイレンス B C C B B C 7 △1 8 -1	

10 ミッキーグローリー ルメール ディープインパクト サンデーサイレンス ホワイトマズル リファール B A B B A A 1 ◎ 1 0

11 ストーミーシー 大野 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ゼンノエルシド ニジンスキー C B C B C C 10 △3 7 3

12 ウインガニオン 津村 ステイゴールド サンデーサイレンス ポリッシュネイビー ダンジグ A C C B D D 11 消 10 1

13 ゴールドサーベラス 柴山 スクリーンヒーロー ロベルト ディエシス エタン B A C D B B 8 ◯ 5 3

14 ワントゥワン 戸崎 ディープインパクト サンデーサイレンス ファルブラヴ ノーザンダンサー B C C B C C 3 △2 2 1

15 ベステンダンク 鮫島駿 タイキシャトル ヘイロー スペシャルウィーク サンデーサイレンス C D D D E E 6 消 14 -8	 ペース

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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ラップタイム

穴馬
ゴールドサーベラス=オープン昇級初戦のダービー卿CTで
外から猛烈に追い込んで少差。とにかく中山コースだけ
走る馬であの時の内容から見てもここなら通用していい
はず。近走は適性外条件なので完全に度外視できそうで
すし、今回は満を持しての中山芝1600m。

タイム

1:32:04

REVIEW
　中山芝はエアレーション作業の影響と直線追い風のおかげで開幕週はかなり差しが決まる馬場。どのレースを見ても直線部分で最後の1ハロンが最も速かったというのを見ても追い風の影響がすごかったか。このレースは先
行馬が揃っていたが、ウインガニオンが行ききれなかったことでペースはそこまで速くならず。それでも決まり手が差し追い込みだったあたり京成杯オータムハンデはとにかく差しが決まるレースということなんだろう。

　本命馬のミッキーグローリーは馬の能力、適性も読み通りでしたが、この馬場とペースを読みきっていたルメール騎手の騎乗も素晴らしかった。一方で対抗に推したゴールドサーベラスは明らかな早じかけ。一世一代の重賞
制覇のチャンスだっただけに鞍上の能力差に泣いた感じだ。
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サンデーサイレンス×ボールドルーラーという配合の馬
の成績が良い。ディープインパクト産駒もまずまずの好
走率。なんだかんだでタフな舞台ということもあってロ
ベルトの血を持っている馬の活躍も目立ちます。

スローになる事はないマイル戦で、過去５年で逃げ馬が
１頭も馬券に絡んでいない。淀みなく流れて最後は差し
が決まる高速決着になりやすい一戦。スムーズに捌いて
来れる差し馬が有利なレースと言って良さそうだ。

×単勝30倍以上の3歳～6歳馬(0-0-0-38)
×牝馬で当日8番人気以下(0-0-0-11)
×54kg～56.5kgで当日10番人気以下(0-0-0-37)
×前走OP特別で2着以下(0-1-0-36)
×前走OP特別だった馬で当日3番人気以下(0-1-0-38)
×前走1400m以下で当日5番人気以下(0-0-0-24)
×間隔中1週以内で当日3番人気以下(0-0-0-25)

ウインガニオンが何が何でも逃げる構え。ショウナンア
ンセムあたりも出して行きそうでペースは速い。最後は
スムーズに好位〜中団から決め手を活かせる馬が有利に
なりそうだ。

危険な馬
PREVIEW ロジクライ=前走は休み明け、ハイペース、左回りとハー

ツクライ産駒が走るための全ての要素が揃っていた。体
力を活かしてこその馬で短い直線での決め手勝負は合わ
なそう。前走が疲弊の大きそうなレースだっただけに
ハーツクライ産駒なら走れない可能性もある。

　日本のマイル戦のレコード時計がこの京成杯オータムハンデで記録されていることからもわかるように、この開催の中山競馬場の芝はオール野芝でとんでもなく速いというのが前提として必要な情報。2014年の中山競馬場の
路盤改修と開幕週から差しが効きやすくなるエアレーション作業の影響で2015年と2016年は1分33秒台の時計になったが、エアレーション作業も馴染んできた2017年はハイペースもあったが1分31秒台の決着に。最近のJRAの競
馬場はどこを見ても一昔前の開幕週から差しが効くエアレーション馬場というイメージがなくなり、開幕週から最終週までずっと一定レベルの高速馬場という傾向が強くなってきている（特に小倉競馬場はこの傾向が極端）。
中山競馬場も恐らくは昨年見せた高速化がさらに進むはずで、そうなれば今年の京成杯オータムハンデも1分31秒台の決着になる可能性は十分にある。

　そんな馬場を踏まえた上で考えたいのが「現代競馬の中山芝1600mの傾向」だ。２コーナー部分の引込み線からスタートしてお椀型の外回りコースを１周回る中山芝1600mはJRA全場の中でもかなり特殊なコース形態。最初の
コーナーがスタート直後にあるので外枠の馬は外を回される事になり、断然内枠先行馬が有利というのが一昔前の定説だったが、最近のこのコースの傾向を見ても内枠有利、外枠不利という構図は一切見られない。時計のかか
る冬の中山芝ではインをロスなく回る馬がそのまま粘り込むというケースが目立つが、秋開催の超高速馬場では先行馬も前が止まらないという意識でぶっ飛ばすので予想以上に差しが決まる。今年も外枠のウインガニオンが何
が何でも逃げるような展開が予想されますし、まず前半ペースは緩まなそう。そう考えれば高速馬場での差し決着になりそうで、スムーズに捌いて最速上がりで差し込んでこれそうな馬を狙えばいいだろう。

　大混戦に見えるメンバー構成だが、ここは新鋭の◎ミッキーグローリーが突き抜ける可能性が高い。３走前に乗ったボウマン騎手が「とんでもなく強い」と大絶賛していた馬で、ゴールドサーベラスを子供扱いして突き放
した内容は本格化を感じさせる内容。その時にボウマンが「溜めて溜めて末脚を活かしてこそ良さが出る」とコメントを出していたが、ここ２戦はそれとは正反対の競馬。２走前は超高速馬場で前付けしないと無理と判断した
ルメールが外枠から積極的に乗って脚が溜まらずで少差の負け。前走はタフ馬場のミドルペース戦を明らかに早目の仕掛けで馬の力だけで完勝。前走の馬場やペースを考えると普通の馬ならバテて大敗していてもおかしくな
く、絶不調だった内田騎手を馬の力だけで勝たせたような内容だった。

　母メリッサは6歳で重賞を勝った遅咲きタイプ。この馬も5歳になって一気に本格化してきた印象で、前走内容や３走前の内容を見てもGIIIならまず勝ち負けになると見て良い。３走前の圧勝ぶりを見ても中山マイルはベスト
舞台と見て良いですし、脚を溜めて末脚を活かす競馬をする事でここ２戦よりも一気にパフォーマンスを上げてきそう。今回は絶不調騎手からリーディング争い騎手への乗り替わりは大幅プラスでしょうし、血統的にも初重賞
挑戦時の期待値は絶大。加えてタフ馬場の1800mの早仕掛けレースからの距離短縮というローテーションも絶好に見えますし、中団から末脚を活かす競馬をするならばこれ以上ない絶好枠。この条件でこの馬なら鞍上がミスを
するとはまず思えないですし、ここは外目から最速上がりを使っての勝ち負けは堅いか。

妙味大な馬
ミッキーグローリー=3走前の1000万勝ちでボウマンを興
奮させた馬。その時のように脚を溜めて末脚を活かす競
馬が良さそうだがここ2戦はそうではない戦法での好走。
特に前走はタフ馬場での早仕掛けで馬の力だけで完勝。
差しの効きやすそうな条件、展開で絶好枠。
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京成杯オータムハンデ 芝1600m 良想定 平坦 中荒れ C

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ミュゼエイリアン 石川 消 E 13 13

2 ロジクライ 浜中 △4 C 1 3

3 トーセンデューク 勝浦 消 E 12 11

4 トウショウドラフタ 北村宏 消 E 14 6

5 ロードクエスト 三浦 ▲ B 5 4

6 ショウナンアンセム 池添 消 D 9 15

7 ヒーズインラブ 藤岡康 ☆ B 4 9

8 ダイワリベラル 菊沢 消 E 15 12

9 ヤングマンパワー 石橋脩 △1 C 7 8

10 ミッキーグローリー ルメール ◎ A 1 1

11 ストーミーシー 大野 △3 C 10 7

12 ウインガニオン 津村 消 D 11 10

13 ゴールドサーベラス 柴山 ◯ B 8 5

14 ワントゥワン 戸崎 △2 C 3 2

15 ベステンダンク 鮫島駿 消 E 6 14
前走は時計こそ速いがかなり弱いメンバー相手に超高速馬場で楽に逃げられたのが全て。今回は一気の相手強化で大外
枠。厳しいだろう。

大外枠から先手を奪いきれずに何もできずに終了。前走は超
高速馬場で相手が弱すぎただけ。ここで６番人気まで推され
たのは謎だった。

オープン昇級初戦のダービー卿CTで外から猛烈に追い込んで少差。とにかく中山コースだけ走る馬であの時の内容から
見てもここなら通用していいはず。近走は適性外条件なので完全に度外視できそうですし、今回は満を持しての中山芝
1600m。穴としての期待は十分だ。

序盤である程度の位置が取れて絶好のレースになりそうだっ
たが、鞍上のかなりの早仕掛け。得意の中山マイルは来年の
春まで重賞がないので痛いレースに。

前走は得意な左回りコースでデムーロ騎乗でペースも完全に向いての２着。今回は直線の短い右回りコースで戸崎への
乗り替わりと全てがマイナス。過去の戦績を見ても右回りでは明らかにパフォーマンスを落としていますし、ここは狙
い目には見えない。

最後方から外を回して２戦連続で馬場と展開に完全に恵まれ
た。それでも力はつけてきているだろう。次走は確実に人気
しそうなので割り引きたい。

ダービー卿CTは外を回すタイミングが完璧にハマった感じ。今回は骨折休養明けになりますし、こういうタイプの脚質
の馬が２走連続で走るイメージがあまりわかない。

外から伸びてはきたが最後はキレ負け。どうも時計に限界が
ありそうで、冬の時計のかかる芝で見直したい印象。

斤量のこともあるかもしれないが、流石に近走は行き足がつかなすぎ。昨年は番手からでも粘れていたが近走は何も抵
抗できていない。今回も外枠を引きましたしもう厳しそうだ。

もう行き切れるスピードもなく途中で先頭に立つが惨敗。馬
としての賞味期限が切れた印象だ。

前走は復調の兆しを見せる４着。とにかくスピードの持続力を活かせれば強い馬だが非常に乗り難しい。流石に全盛期
に比べると衰えた感じもしますし、これぐらいの評価が妥当か。

鞍上は完璧な競馬。直線入り口はやったかと思ったがそこか
ら伸びきれず。以前のこの馬ならまず勝ち負けになっていた
はずで、能力の衰えはありそうだ。

3走前の1000万勝ちでボウマンを興奮させた馬。その時のように脚を溜めて末脚を活かす競馬が良さそうだがここ2戦は
そうではない戦法での好走。特に前走はタフ馬場での早仕掛けで馬の力だけで完勝。差しの効きやすそうな条件、展開
で絶好枠。ディープ産駒の初重賞でフレッシュさも抜群ですしここは突き抜ける可能性が高い。

かなりの大型馬で決め手とパワーを兼備するタイプ。今回は
重賞初挑戦のフレッシュさ、馬場、展開、枠順も全て向い
た。マイルCSもチャンスはあるが馬場が鍵に。

前走の安田記念は流石に相手が強すぎた。春のダービー卿CTを勝っているようにGIIIなら能力上位。休み明けでも走れ
そうではあるが、ダービー卿CTは流石に完璧に捌けすぎた感じ。藤岡康太騎手が毎度そこまで上手く乗ってくるとも思
えず、これぐらいの評価が妥当か。

鞍上の捌きは悪くなかったが最後は全く伸びず。今回は休み
明けで馬が仕上がっていなかったと考えるのが妥当。次は叩
いてどこまで調子が上がってくるか。

もともとは中山巧者だったが近頃は衰えが目立って中山でも好走できていない。ここは厳しい。 テンのスピードから衰えておりそろそろ競走馬として厳しそ
う。

関屋記念は好位から突き抜けるかと思ったが伸びきれず。この馬は一瞬しか脚が使えない馬で若駒時代からずっと言っ
ていたが右回りコース向き。スタートが遅いせいで直線が短い右回りでは最近は活躍できていなかったが、スタート安
定したいまなら絶好条件になり得るはず。好位で脚を溜めて一瞬の決め脚を活かせれば上位争いだろう。

直線でインを突こうとしたが前が開かずに痛恨の４着。長く
良い脚が使えないこの馬にとっては小回りマイルがベストな
だけに、ここで走れないとなかなか出番はなさそう。

楽な単騎逃げで持続力を活かす形ならやれそうだが、今回は外枠からウインガニオンが無理矢理にでも逃げてきそうな
感じ。前走に続いて展開が厳しくなりそうで狙い時は今回ではないか。

今回は逃げを奪おうとしたんだろうがミュゼエイリアンと競
り合うような形に。それにしても負けすぎでやはりペース次
第の馬か。オープン戦で展開恵まれるようなら。

後方から行くしかない上に近頃は衰えも目立つ。データ的にも最悪ですしここは買えない。 ワントゥワンと同じようなコース取りから伸びきれず。これ
は完全に力負けでそろそろ厳しいだろう。

後方から行くしかない上にマイルの距離も長い。データ的にも最悪ですしここは買えない。 今回はスタートも出てある程度位置を取って見所十分の競
馬。進路さえあれば３着もあったかもしれない。スタートの
遅さは岩部騎手だったからなのかも・・・

前走は休み明け、ハイペース、左回りとハーツクライ産駒が走るための全ての要素が揃っていた。体力を活かしてこそ
の馬で短い直線での決め手勝負は合わなそう。前走が疲弊の大きそうなレースだっただけにハーツクライ産駒なら走れ
ない可能性もある。

好位から渋とく伸びてなんとか３着を確保。今回は適性外条
件の割にはよく頑張った。適性的に次走はどこでも今回より
向きそうだが、疲労の面が心配。

PREVIEW REVIEW
好走を見せた東風ステークスは完全に展開に恵まれた形。ここは同型も多く厳しい戦いになるだろう。 １枠から果敢に先手を奪ったがウインガニオンやショウナン

アンセムに絡まれて何もできず。能力的に厳しかった。


